
 

 

新しい時代 

令和もあっという間に２年になりました。元号が替わ

ってから初めてのお正月です。ふと気になったのは、元

旦と元年は一緒にならないのかということ。 

平成は１月８日、昭和は１２月２５日、 大正は７月

３０日からでしたので、やはり元年元旦にはなりません

でしたが、明治は９月８日に改元しながらも、”慶応 4

年を元年とする“ということで明治元年元旦が存在して

いました。このようにすぐに調べてしまうのは、カウン

セラーとしての職業病なのか、単に私の性分なのか、も

はや区別はつきませんが、年々調べ癖がついてきていま

す。 

 社会の制度やルールは、守るものであると同時にかえ

ていくものでもあります。 

天皇制や改元もその一つですね。それぞれの時代での

社会の在り方、そこに生きる人たちの価値観や考え方の

変化で、それまではよく機能していたルールが、社会や

個人の活動をやりにくくするときに見直しや改正がなさ

れるわけですが、「かえること」を喜ばれる人の陰には、

『かえてほしくない人』も少数ながらいらして、お互い

の権利や感情を主張されているものです。 

最近、気になっていることのひとつに、先に挙げた、

何かを『かえたい人』と『かえたくない人』のように、

同じテーマのご相談でも、異なる立場でのお悩みがあり、

注意深くお話しを聴かなければならないということがあ

ります。カウンセラーがお話しを丁寧にお聴きするのは

昔からそうなのですが、以前と違うのは、ご自身のご主

張と求めておられることが合致していなかったり、お話

しをうかがっているうちにご意見が逆になってしまうこ

となどがあります。 

 

    

例えば、就職活動のご相談。 

ご自分の「個性を活かしたクリエイティブなものづく

りの仕事に就きたい」と仰り、そのような求人に応募さ

れるのですが、どのようなものづくりをされたいのかと

尋ねると、「それは就職先で指導してもらってから考えた

い」と言われ、それは順番が逆では？などとやり取りを

しているうちに、だんだんとご不満そうに「父親のよう

な疲れた会社員にはなりたくない」とか、「決められたや

り方に縛られたくない」という、ご本人なりの社会人や

職業へのイメージが語れました。漠然とした不安な気持

ちから、おそらく、反動的に思いつかれた仕事が「クリ

エイティブなものづくり」だったのでしょう。就活を応

援するサービスやシステムは上手に活用されているよう

でも、ご自身についてみつめてこられていない、更に言

えば、自分が何を思っているのか言葉にしたことがない

という人が沢山いらっしゃいます。ちなみに、この方は、

研修がとても充実している教育系の会社に進まれました。

マニュアルに従って、人に知識やスキルを教える能力が

この方の個性だったようです。 

 何が言いたいかと申しますと、カウンセリングを利用

される人たちが、以前よりも、ご自分について『語る』

ことが難しくなってきているということです。ネットの

記事や、SNSでの流行をご自分の意見や考えの根拠にさ

れるのは良いですが、そこに経験や実感が伴っていない

ままで使われていては、ご自身の根底にある『大切なも

の』から遠ざかってしまいます。 

 カウンセリング・・・私がしていることは、主に対話

による心理療法というものですが、お話をするだけで、

どうして何かが改善するのかというと、何よりもご本人

がご自分について『語りつくす』ということにその原理

があります。人はもともと『言葉』というものを持ちま



 

 

せんが、生まれてすぐ、いえ、お腹の中からでも、『感じ

る』ことはしていますし、かなり早い段階から、感じた

ことによる快と不快が、さまざまな『感情』へと変化し

ていきます。それらが更に『思い』や『気持ち』となる

頃には『言葉』を覚えて、別の誰かの『思い』や『気持

ち』と、お互いの『言葉』を交わしながら、やがて、自

身の『感じる』ことの中にはないことも、この『言葉』

と通して知るようになります。これが『考える』という

ことです。 

この『考える』ということが弱い人には、相手の『感

じる』痛みや喜びを『言葉』によって理解できず、周囲

から、「わがままな人だ」と言われてしまうことが多くあ

ります。 

自分の『感じる』ことが、相手の『感じる』ことと似

ているときには問題はあまりありませんが、お互いの『感

じる』にズレや差が大きいときには、『言葉』によるやり

取りから、相手の『感じる』について『考える』という

ことが重要になってきます。 

対話による心理療法では、この『言葉』の数と精度を

上げることで、それまでご自分の持つ『言葉』だけでは

気が付けなかったご自身の『感じる』『思い』や『気持ち』

を少しだけ違って『考える』ことができるようになるの

です。しかし、現在、私たちの暮らす環境は大変便利に

なり、自分自身のことがあまり『言葉』にできていなく

ても、代わりに『言葉』にしてくれるサービスがあった

り、知っている『言葉』だけで選択肢を選んだとしても”

自分に合った風”の答えを与えてもらえたりもします。 

 自分が『感じる』ことから『考える』までのプロセス

が煩わしかったり、そのわからなさが苦しかったりする

人にとっては、自分自身と向き合わなくて済む方法が沢

山あることはよいことでしょう。 

私の個人的な感想ですが、その便利さのお陰で、就職、

転職相談や、恋愛、結婚相談、部下の扱い方、離婚問題

など、以前はあまりメインではなかったご相談が増えて

いるように思います。 

心理療法が病的な症状や、問題行動ばかりではなく、

日常的で当たり前の悩みや葛藤を対象にしてきているこ

とはこれからも進んでいきそうです。一方の人が悩まな

い方向でサービスを充実させている反対側で、『悩みを聴

く専門家』であったはずの私たちが、悩まないで来られ

た人たちを『積極的に悩ませる仕事』をしているところ

も、新しい時代ということでしょうか。 
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